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【
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

水み
ず

野の

隆り
ゅ
う
ど
う道
／
一
九
七
八
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
花
園
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。
岐
阜
県

瑞
東
寺
副
住
職
。

法ほ
う　
　

長ち
ょ
う

／
本
名
：
李り

忠ち
ゅ
う
か
ん煥

。
一
九
七
九
年
大
韓
民
国
の
ソ

ウ
ル
生
ま
れ
。
大
韓
仏
教
曹
溪
宗
海
印
寺
僧
伽

大
学
卒
業
。
花
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏

教
学
専
攻
（
博
士
後
期
課
程
）
在
学
。

《『
圜
悟
心
要
』
訳
注
・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

�

『
圜
悟
心
要
』
研
究
会
参
加
者
》

野の

口ぐ
ち

善ぜ
ん

敬け
い

（
九
州
西
教
区
・
長
性
寺
住
職
）

小お

川が
わ

太た
い
り
ゅ
う

龍
（
兵
庫
教
区
・
常
楽
寺
副
住
職
）

桐き
り

野の

祥し
ょ
う
よ
う
陽
（
京
都
両
丹
教
区･

大
泉
寺
住
職
）

瀧た
き

瀬せ

尚し
ょ
う
じ
ゅ
ん
純
（
京
阪
教
区
・
寒
山
寺
住
職
）

廣ひ
ろ

田た

宗そ
う

玄げ
ん

（
兵
庫
教
区
・
順
心
寺
住
職
）

本ほ
ん

多だ

道ど
う
り
ゅ
う

隆
（
京
阪
教
区
・
梅
松
院
副
住
職
）

丸ま
る

毛も

俊し
ゅ
ん
こ
う

宏
（
愛
知
西
教
区
・
永
弘
院
住
職
）

《『
楞
厳
経
』
訳
注
・
教
学
研
究
委
員
会
参
加
者
》

野の

口ぐ
ち

善ぜ
ん

敬け
い

小お

川が
わ

太た
い
り
ゅ
う

龍

廣ひ
ろ

田た

宗そ
う

玄げ
ん

堀ほ
り　

祥し
ょ
う
が
く岳（

岐
阜
東
教
区
・
安
國
寺
副
住
職
）

本ほ
ん

多だ

道ど
う
り
ゅ
う

隆

丸ま
る

毛も

俊し
ゅ
ん
こ
う
宏
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【
編
集
後
記
】

こ
こ
に
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
が
、
無
事
発
刊
の
運
び
と
な
っ
た
。
今
号
は
、
若
手
研
究
者
の
投
稿
を
得

て
編
纂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
号
に
引
き
続
き
、
水
野
隆
道
師
、
法
長
師
の
二
人
か
ら
は
、
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
の
奨
学
助
成
基
金
よ
り
交
付
さ
れ
た
、

平
成
二
十
六
年
度
妙
心
寺
派
花
園
大
学
仏
教
学
科
研
究
者
助
成
金
に
よ
る
成
果
を
発
表
し
て
頂
い
た
。
前
号
の
「
編
集
後
記
」
で
も
記

し
た
が
、
こ
の
助
成
金
は
、
臨
済
禅
を
通
じ
て
花
園
大
学
仏
教
学
科
教
員
の
学
術
研
究
の
進
展
、
ま
た
若
手
研
究
者
の
育
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

水
野
師
は
、
花
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
満
期
退
学
さ
れ
た
が
、
引
き
続
き
研
究
に
励
ん
で
お
ら
れ
、
今
回
は

「
有
貪
と
三
界
説
─
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
議
論
か
ら
─
」
と
題
し
た
論
文
を
発
表
し
て
頂
い
た
。
ま
た
法
長
師
は
、
韓
国
か
ら
の
留
学

生
で
、
花
園
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
学
中
で
あ
り
、
今
回
は
「
太
賢
の
大
乗
菩
薩
戒
観
─
『
梵
網
経
古
迹
記
』
を
中
心
と
し

て
─
」
と
い
う
研
究
を
発
表
し
て
頂
い
た
。
な
お
訳
注
二
篇
は
前
号
に
引
き
続
き
、『
圜
悟
心
要
』、
及
び
『
楞
厳
経
』
巻
六
の
輪
読
の

成
果
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
研
究
員
の
瀧
瀬
尚
純
師
、
本
派
の
教
学
研
究
委
員
の
一
員
で
あ
り
、
飛
騨
高
山
の

陣
屋
の
学
芸
員
で
あ
る
堀
祥
岳
師
に
担
当
し
て
頂
い
た
。
執
筆
頂
い
た
諸
氏
に
対
し
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

さ
て
、
臨
済
宗
各
派
・
黄
檗
宗
で
は
、
来
た
る
平
成
二
十
八
年
の
宗
祖
・
臨
済
義
玄
禅
師
一
一
五
〇
年
、
な
ら
び
に
翌
平
成
二
十
九

年
の
日
本
臨
済
宗
中
興
の
祖
・
白
隠
慧
鶴
禅
師
二
五
〇
年
の
両
遠
諱
に
む
け
、
全
宗
派
を
あ
げ
て
大
遠
諱
事
業
を
立
ち
上
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

臨
済
禅
師
は
、「
塔
銘
」
に
「
講
肆
に
居
し
、
精く

わ

し
く
毘
尼
を
究
め
、
博
く
経
論
を
賾さ

ぐ

る
（
居
講
肆
、
精
究
毘
尼
、
博
賾
経
論
）」
と
あ
り
、

ま
た
『
祖
堂
集
』
巻
一
九
「
臨
済
和
尚
」
章
に
も
「
夜
間
に
至
り
、
大
愚
の
前
に
於
い
て
瑜
伽
論
を
説
き
、
唯
識
を
譚だ

ん

じ
、
復
た
問
難

を
申の

ぶ
（
至
夜
間
、
於
大
愚
前
説
瑜
珈
論
、
譚
唯
識
、
復
申
問
難
）」
と
あ
る
通
り
、
禅
に
参
ず
る
以
前
に
、
戒
律
や
経
論
を
広
く
学
び
、
そ
れ

ら
に
深
く
通
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
禅
が
「
不
立
文
字
」
を
標
榜
す
る
仏
教
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ

は
学
問
に
偏
向
し
、
執
着
す
る
こ
と
を
戒
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
祖
師
た
ち
が
学
問
と
し
て
仏
教
を
学
ば
な
か
っ
た
訳
で
は
決
し
て
な

い
。
ま
し
て
や
教
育
的
水
準
の
上
が
っ
て
い
る
現
代
に
あ
っ
て
、
無
学
の
徒
が
一
ヶ
寺
の
住
職
と
し
て
務
ま
る
は
ず
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

祖
師
た
ち
を
手
本
と
し
、
僧
堂
で
の
修
行
は
当
然
の
こ
と
、
さ
ら
に
専
門
的
に
仏
教
を
学
び
、
学
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
禅
僧
を
目
指
し

て
頂
き
た
い
。
ひ
き
つ
づ
き
、
宗
門
内
外
か
ら
の
す
ぐ
れ
た
研
究
の
、
積
極
的
な
投
稿
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
教
化
セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
伸
隆
師
・
釋
泰
堂
師
の
お
二
人
に
は
、
事
務
全
般
の
労
を
煩
わ
せ
た
。
深
く
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

な
お
、
今
号
も
諸
事
情
に
よ
り
、
発
刊
が
大
幅
に
遅
れ
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。�

（
廣
田
宗
玄
）
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【
電
子
版
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
執
筆
要
項
】

　

教
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
下
記
の
要
領
で
、「
論
文
」「
訳
注
」「
研
究
ノ
ー
ト
」「
資
料
紹
介
」「
書
評
」
な
ど
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

＊

　
《
テ
ー
マ
》　　

�
臨
済
宗
を
中
心
と
し
た
禅
宗
に
関
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
仏
教
全
般
に
わ
た
る
内
容
で
、
宗
学
に
資
す
る
と

考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
。

　
《
枚　

数
》　　

�

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙�

五
〇
枚
以
内
を
目
安
と
す
る
。
た
だ
し
、
論
証
の
過
程
で
紙
幅
を
更
に
要
す
る
論

文
や
訳
注
原
稿
な
ど
に
つ
い
て
は
、
超
過
を
認
め
る
場
合
も
あ
る
。

　
《
体　

裁
》　　

・
本
文
は
日
本
語
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・��

縦
書
き
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
な
ど
の
資
料
を
中
心
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

横
書
き
を
認
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・��

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
一
太
郎
も
し
く
は
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）
で
執
筆
さ
れ
た
原
稿
の
み
を
対
象
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・��

資
料
を
口
語
訳
し
た
場
合
に
は
、
原
文
を
必
ず
本
文
中
ま
た
は
注
に
付
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

・��

正
漢
字
体
と
常
用
漢
字
体
の
い
ず
れ
の
使
用
も
可
と
す
る
が
、
全
体
も
し
く
は
本
文
や
注
単
位
で
必
ず
統

一
性
を
持
た
せ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

・��

資
料
と
し
て
書
き
下
し
文
を
用
い
る
場
合
、
仮
名
遣
い
は
新
旧
任
意
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・��

「
今
昔
文
字
鏡
」
な
ど
の
特
殊
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
た
場
合
は
、
提
出
時
に
そ
の
旨
を
明
記
す
る

こ
と
。
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《
提
出
方
法
》　

・
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、
打
ち
出
し
原
稿
、
英
文
タ
イ
ト
ル
を
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

・��

テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、
及
び
英
文
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
で
の
送
付
も
可

能
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
《
提��
出��
先
》　
〒
六
一
六
―
八
〇
三
五　

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四

　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
宗
務
本
所　

教
化
セ
ン
タ
ー　
℡
〇
七
五
―
四
六
三
―
三
一
二
一
㈹

　
　
　
　
　
　
　
※
封
筒
の
表
に
「
紀
要
原
稿
在
中
」
と
明
記
す
る
こ
と
。

　
《
締　
　

切
》　

毎
年
十
二
月
末
日
（
厳
守
）

　
《
公　
　

開
》　�

翌
年
四
月
（
予
定
）。
妙
心
寺
公
式
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.m
yoshinji.or.jp/

）
の
み
で
の
公
開
と
し
、
紙

媒
体
で
の
刊
行
は
行
わ
な
い
。

　
《
そ��

の��

他
》　

・
抜
刷
の
提
供
は
行
わ
な
い
。
抜
刷
を
希
望
す
る
場
合
は
、
実
費
及
び
送
料
を
執
筆
者
負
担
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・��

投
稿
原
稿
は
査
読
を
経
て
、
内
容
や
形
式
の
点
に
お
い
て
、
教
化
セ
ン
タ
ー
が
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
、
そ
の
掲
載
を
お
断
り
し
た
り
、
修
正
を
要
請
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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